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１ 評価の対象 

 第６次美深町総合計画に基づいた２９の施策を評価した。 

 

２ 評価の方法 

 １５９の事務事業からなる８７の主要施策について、行政評価委員会から提出された評価

調書及び補足説明によって、３部会において担当する施策を４段階で評価した。 

 

※１ 行政評価町民委員会  委員長 齊藤 宏行  副委員長 佐竹 仁 

（◎は部会長 ○は副部会長） 

福祉教育部会 ◎佐竹  仁 ○花井あゆみ 宇野 育子 赤川 挙士 工藤 裕美 成田 咲映 

産業経済部会 ◎遠藤 伸浩 ○齊藤 雄太 菅野 聖一  向井 朋博 山下 朋子 

環境行財政部会 ◎村本 修二 ○関下 英明 齊藤 宏行 清水 節子  佐土原 玲子 

 

※２ 行政評価委員会（行政内部） 委員長 川端 秀司  副委員長 中江 勝規 

（◎は部会長 ○は副部会長） 

福祉教育部会 ◎大堀 裕康  ○小林 一仙 井川  健 

産業経済部会 ◎内山  徹  ○中林 秀文 中村 稔  小野 勇二 

環境行財政部会 ◎桜木 健一  ○竹田  哲 中江 勝規 酒井 博昭 

 

※３ 三部会の評価施策数 

福祉教育部会 １１施策 〔３７主要施策（５６事務事業）〕 

産業経済部会 ６施策 〔１７主要施策（４３事務事業）〕 

環境行財政部会 １２施策 〔３３主要施策（６０事務事業）〕 

 

 ※４ 四段階評価 

   Ａ評価 取り組んでいる Ｂ評価 概ね取り組んでいる 

   Ｃ評価 一層の取り組みが必要 Ｄ評価 取り組みが見られない 

 

３ 評価の経過 

  美深町行政評価の実施に関する取扱要綱に基づき、令和７年７月３０日に第 1 回行政評

価委員会を開催以降、８月７日に第 1 回の行政評価町民委員会を開催し、次のとおり行政

評価を実施した。 

・ ５月２３日  １次(事務事業)評価調書作成  

・ ６月 ６日  ２次(主要施策)評価調書作成 

・ ７月３０日  第 1回行政評価委員会 

・ ８月 ７日  第 1回行政評価町民委員会 
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・ ８月 ７日  第１回各部会開催  （２次評価結果確認作業・３次評価） 

・ ８月１９日  第２回福祉教育部会 （２次評価結果確認作業・３次評価） 

・ ８月２８日  第２・３回各部会開催（３部会評価結果確認） 

第２回行政評価町民委員会 

４ 評価の結果 

２９施策のうちＡ評価は２２施策［７５．９％］、Ｂ評価は７施策［２４．１％］、 

Ｃ評価、Ｄ評価はなかった。 

このようなことから、第６次美深町総合計画に基づく施策については、取り組みがなさ

れている若しくは概ね取り組まれているものと評価できる。 

主要政策ごとに区分した施策の評価結果の概要については、以下のとおり。  

１人と自然が調和する快適で安全なまち ２地域産業の新たな飛躍へ挑戦するまち 

１環境保全・環境衛生の推進 Ａ １農業の振興 Ａ 

２道路・交通網等の整備 Ａ ２林業の振興 Ａ 

３住宅の整備 Ｂ ３商工業の振興 Ｂ 

４土地の有効利用 Ａ ４観光の振興 Ｂ 

５消防体制の充実 Ａ ５新たな産業の振興 Ｂ 

６防災体制の充実 Ａ ６就労対策・勤労者福祉の充実 Ｂ 

７交通安全・防犯対策の推進 Ａ   

８情報化の推進 Ａ   

９消費生活対策の推進 Ａ   

３次代を生き抜く力と豊かな心を育むまち ４健やかに安心して暮らせるまち 

１幼児教育の充実 Ａ １健康づくり・医療の充実 Ａ 

２学校教育の充実 Ａ ２子育て環境の充実 Ａ 

３社会教育の充実 Ａ ３高齢者支援の充実 Ａ 

４芸術・文化活動の推進 Ａ ４障がい者支援の充実 Ａ 

５スポーツ活動の推進 Ａ ５地域福祉の充実 Ｂ 

  ６社会保障の充実 Ａ 

５みんなでつくる自立したまち 集  計 

１住民参画のまちづくりの推進 Ａ Ａ評価      ２２施策［75.9％］ 

２関係人口の創出 Ａ Ｂ評価       ７施策［24.1％］ 

３行政経営の充実 Ｂ Ｃ評価       ０施策［   0％］ 

  Ｄ評価       ０施策［   0％］ 

  計 ２９施策 
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○ 人と自然が調和する快適で安全なまち 

環境保全・環境衛生の推進 

有害鳥獣への問題、とりわけクマの出没、危険が高まっているが、美深町においては地

元猟友会を中心に罠の設置やハンターの確保など対策が取られているところであり、引

き続きタイムリーな情報発信や巡回をはじめ、猟友会との連携など、町民の安全のため

に必要な対策を講じられたい。 

水道・下水道施設については、計画的な整備により安心して使うことができているが、

施設の老朽化の問題は、事故の発生防止や住民の生活に直結することから、引き続き対

策が必要である。  

循環型社会の推進については、特に令和９年度からスタートする広域でのごみ処理施

設建設について、分別方法の変更などもあることから、混乱が生じないよう地域住民の

声を十分に聞きながら丁寧に進められたい。 

 

道路・交通網等の整備 

公共交通の維持は、特に少子高齢化が進む地域においては必要不可欠である。車を持

たない方の日常の足、町外から通学する学生など、その地域の生活に密着している。利用

者数などから費用対効果の面だけを見ると厳しい状況であるが、それでも必要とされる

公共交通を将来にわたって維持していくことが必要である。 

道路整備については、老朽化が進む道路・橋りょうの点検・補修は計画的に実施されて

いるほか、町内の道路の整備も適切に行われており、引き続き安全に利用できるよう整

備を進められたい。 

町道を中心とした除雪についても、様々な意見や要望はあるものの、非常によく整備

されている。地域住民の声を聴きながら対応していると評価する。 

 

住宅の整備 

公営住宅の維持管理については、長寿命化計画に基づいて管理戸数の維持が進められ

ているところである。住宅は老朽化によって順次更新をしてきているが、引き続き町内

の状況を把握しながら、適正な維持に努められたい。 

その多くが集合住宅という形式であることもあり、冬期間の積雪による問題が生じる

ことも見られる。豪雪地帯で安全安心に生活していくためにも、住宅の構造や除排雪ス

ペースの確保など、適正な住環境の維持管理に努めていく必要がある。 

 

土地の有効利用 

土地の有効利用については、引き続き土地形態に適した利用がなされるよう進められ

たい。 

町内に存在する空き家の問題については、年々課題が多くなり、ひどいものはその劣

化が進み危険を及ぼす可能性のある状態である。所有者が把握できる家屋については協

議を進められているが、対策が難しいものも多いと聞く。容易には解決しない問題も多

いが、引き続き、解体や再利用に進めるなど、町民の生活に危険が生じないよう対応に努
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められたい。                                      

公園の管理については、指定管理者によって適正な管理がされている。引き続き安全

な施設を維持できるよう対応されたい。 

 

消防体制の充実 

消防・救急体制に関しては、施設、設備の整備をはじめ、人材育成を基本とした職員教

育など対応がなされており、住民の安心・安全な生活が図られている。 

また、近年はデジタル化の進展に加え、ドローンなど新たな機器による救命活動も進

められており、特にドローンを使った救助活動においては、人が容易に確認できない部

分への確認作業も可能であることから、今後更なる活用が図られるよう期待したい。 

引き続き緊急時への備えのほか、地域住民個々の意識の向上を図られたい。 

 

防災体制の充実 

日ごろから災害が少ない地域であるため、地域住民の防災意識が低いことは否めない

が、町としては非常時に備え備蓄倉庫の整備、備蓄品の整備や補充などは着実に進めら

れており、有事の際に適切に対応できるよう引き続き対策を講じられたい。 

全国各地では今まで経験したことのないような短時間での大雨による災害や、地震に

よる大規模災害などが珍しくない状況にある。引き続き、定期的な情報の発信、防災訓練

の実施など、あらゆる方法で地域住民の防災意識の向上を図ることが必要である。 

 

交通安全・防犯対策の推進 

交通安全・防犯対策の推進については、美深町地域安全推進協議会を中心に様々な団体

で啓発活動に取り組まれている。 

交通安全活動については、交通安全指導員の活動によって、子どもから高齢者まで、特

に歩行者を中心に地域住民の交通安全に寄与しており、引き続き指導員の育成・確保を

図りながら活動を継続していく必要がある。 

防犯の観点では、近年多発している詐欺被害などにおいて、町民の生活を脅かすような

事例もあると聞く。第三者からの発見が難しいため、簡単に防ぐことも難しいが、情報

の収集に努め、引き続き防災情報端末機を用いた情報発信による注意喚起に努められた

い。 

 

情報化の推進 

光ファイバー網は全町に整備されており、住民の利便性も高い。引き続き情報伝達が

快適に行われるよう設備の維持管理に努められたい。 

デジタル化の進展によって利便性向上が図られているが、場合によっては特に高齢者

などデジタルに対応できない方へのサポートも必要である。 

防災情報端末機については、緊急時の情報伝達手段としての役割を果たせるよう、日

ごろから地域住民が利用しやすい環境を整備することが必要である。より有効的に活用

するためにも、引き続き防災情報アプリの普及も進められたい。 
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消費生活対策の推進 

消費生活対策については、特に相談業務において多様化する詐欺被害などに対応する

ために住民のニーズが高くなっている。 

身近な相談は役場でも対応できるが、内容によっては相談しにくい案件もあり、これ

らについては近隣５市町村で設置している広域消費生活窓口に専門的知識をもった職員

を配置し、適切な相談が受けられる体制が取られている。引き続き現状の体制を維持さ

れたい。 

 

以上のとおり、『人と自然が調和する快適で安全なまち』における施策評価は、Ａ評価

が８施策、Ｂ評価は１施策であり、全９施策について良く取り組まれていると評価しま

す。 

 

○ 地域産業の新たな飛躍へ挑戦するまち 

農業の振興 

現在の農業情勢は、生産資材と人件費の高騰により生産コストが上昇している一方

で、農畜産物価格はそのコスト上昇分を反映されていない状況にある。 

また、全国的に農業者の高齢化が進む中、若い世代の参入が少ないため、後継者不足

が深刻であり、耕作放棄地の発生や地域農業の衰退が懸念されている。 

この様な状況のなか、美深町農業の振興については、従来から新規就農者等補助事業

等による担い手の育成確保のほか、農地集積事業により担い手中心の農地集積を進めて

いる。さらに集積した農地に対し土づくりや環境保全の推進、加えて小規模土地改良事

業への積極的な支援により生産基盤の充実と農地の持つ多面的機能の保全に努めてい

る。このほか「がんばる美深農業！支援事業」を中心とした各種町単独事業による新規

作物への挑戦やICT等スマート農業推進などは、これからの農業を見据えた取組みとし

て評価するところである。 

販路拡大・PR事業も従来から取り組んでいるが、第１次産業の活性化は町の活性化に

直結する事を鑑み、「特別栽培米」のもち米、アスパラ、南瓜、メロン、牛肉など、お

いしい美深の農畜産物の更なるPRにより、農業者のモチベ―ション向上に努められるこ

とを期待する。 

 

林業の振興 

植えて、育てて、伐って、使うという５０年以上にわたる長期循環サイクルによっ

て、森林が持つ多面的機能の発揮と林産業の振興、さらに持続可能な開発目標の観点か

らも欠かすことのできない事業である。 

しかし、森林がもたらす恩恵を受けている実態が目に見えないという課題があるな

か、町有林が吸収する二酸化炭素量に対する対価として「Ｊ－クレジット制度」を活用

することで、クレジット販売金額が5,764千円と可視化が可能になるとともに、森林整

備に係る貴重な自主財源として大きな成果が出ている。 

また、令和６年度は㈱コーセーとほっかいどう企業の森林づくり「DECORTÉ森林づく

り活動協定」を締結し、森林整備事業、緑化推進事業への支援や地域林産業活性化への

協力が約束されると同時に㈱SUBARUに次いで森林活動を通じた新たな大手企業との交流
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につながった。 

林産業担い手対策として支援している「北海道立北の森づくり専門学院」について

は、卒業生が地域林業事業体に採用されるなど一定の成果も見られる。 

林産業における新たな財源であるＪ－クレジットと森林環境譲与税は、森林整備、担

い手対策、経営強化並びに林産材普及促進などに有効活用され、林産業全体の振興につ

ながっており、高く評価できる。 

 

商工業の振興 

商工会への補助により商店街の吹流しを更新し、さらにはプレミアム商品券事業を実

施するなどの対策が講じられており、商店街の賑わいの創出やまちの活性化が図られて

いる。また、令和6年度は国の補助金を活用したエネルギー価格高騰対策として中小企

業等への支援金を交付し、事業継続と経営維持への支援を行っている。 

「快適な住まい環境と商工業振興事業」については、「商工業担い手支援事業」と合

わせ、住環境の向上や商工業の活性化には欠かすことのできない重要な事業であり、波

及効果は事業者のみならず地域経済の活性化が図られており、継続した推進が必要であ

る。なお、空き家状況や物価高騰など社会情勢の変化に対応した制度内容見直しの検討

も必要である。 

また、新規開業が増える一方で持続可能な事業運営を実現していくことが期待されて

おり、経営計画・目標達成に向けた指導・相談体制など、より工夫した推進体制が必要

である。 

 

観光の振興 

観光の振興については、各イベントの入込客数も増加するなど最大限の事業展開を進

められており評価できる。 

トロッコ王国は、体験型観光として人気であり、松山湿原等と連携した観光振興に取

り組んでおり、近年の入国者数は１万人を超え増加傾向が見られている。 

びふかアイランドについては、観光入込客の増加は見られたものの、びふか温泉にお

いては人材不足の運営課題もあり、レストランの休止が続いている。さらにエネルギー

価格や物価の高騰などの影響により、厳しい経営状況が続いている。地域おこし協力隊

によるPR強化と地域活性化起業人の活用により、利用客の利便性の向上と満足度の向上

を目指し、美深振興公社の再構築を期待する。 

 

新たな産業の振興 

チョウザメ事業は、研究の成果も現れ飼育技術の向上が認められているが、さらに販

路の拡大も進んでおり、飼育研究を推進するとともにキャビアの品質向上と安定生産・

販売に向けた取り組みが必要であり、より高い品質を市場で認知されることを期待す

る。 

また、将来的な製品生産目標の見直しとそれに耐えうる体制整備が必要である。 

                                 

就労対策・勤労者福祉の充実 

就労対策は、上川北部人材開発センターと連携した就職訓練支援など重要な担い手や
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就業対策として継続的に事業を推進されたい。 

勤労者福祉資金制度は、利用がない状況が続いているが、労働者が安心・安定した生

活を送るために制度として継続が必要と思われる。 

 

以上のとおり、『地域産業の新たな飛躍へ挑戦するまち』における施策は、Ａ評価が２施

策、Ｂ評価が４施策であり、全６施策はほぼ取り組まれていると評価する。 

 

○ 次代を生き抜く力と豊かな心を育むまち 

幼児教育・保育の充実 

共働きしている保護者が増えているため、園児の入園や預かりなどが多くなってい

る。保護者を対象にアンケートを実施しており、概ね高い評価を得ている。 

自由記述で寄せられた改善意見などはセンター内で共有し順次対応しており、今後

も園児が安心して安全に利用できるよう引き続き適切な管理、運営に努めていただき

たい。 

 

学校教育の充実 

山村留学には全国から児童・生徒が集まり、地域と学校が一体となって特色を活かし

た教育が実践されている。 

青少年教育交流は共働き世帯の増加や児童数の減少で希望者が減っていましたが、

日中の対応を教育委員会が行うなど受入家庭の負担を軽減したことで希望者も増えて

おり、今後も実施方法を検討しながら取組んでいただきたい。 

美深高校は一定の入学者数を確保しているが、町内からの入学者が減少しているた

め奨学金制度などの支援事業の効果を検証しながら効果的な支援を継続していただき

たい。 

 

社会教育の充実 

社会教育に関する事業は、同日にまとめて実施するなどの工夫をしながら取組めて

いる。 

放課後児童クラブや放課後子ども教室では、子供たちの学力向上を図るため、わから

ない学習内容を適切に指導できる人材の確保について検討していただきたい。また、小

学校高学年から高校生までが安心して利用できる居場所を確保するため、気軽に利用

できるオープンスペースなども検討していただきたい。 

 

芸術・文化活動の推進 

文化ホール自主事業は、町民が質の高い芸術文化に触れる貴重な機会です。今後も継

続して実施していただきたい。また、写真家・深瀬昌久氏をはじめ、美深町にゆかりの

ある著名人に関する企画や事業の開催も検討していただきたい。 

郷土の歴史資料の保存と伝承のため、文化会館郷土資料室や伝承遊学館での資料収

集、整理、展示を推進し、町の歴史や文化を後世に伝える取組に努めてほしい。 
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スポーツ活動の推進 

町民運動会の室内開催、ミニバレーボール大会の男女同日の実施など、参加しやすい

内容へ変更する取組が行われている。また、町民マラソン大会に小学校のマラソン大会

が合わさって開催されるなど、人口減少が進む中でも、役員や関係団体が協議しながら

各種大会が開催されている。 

少年団活動や未来基金を活用した子どもたちの育成支援は高く評価でき、未来基金は

文化活動にも支援を拡大しており、子供たちの幅広い活動を広く支援している。 

冬季スポーツ事業については、エアリアル大会の継続開催といった取り組みは評価で

きるが、町内出身のエアリアル選手の育成や発掘は進んでいない。今後は、町内だけで

はなく町外にも視野を広げた取組や支援体制が必要であり、事業を継続していくための

具体的な検討が必要である。 

 

以上のとおり、『次代を生き抜く力と豊かな心を育むまち』における施策評価は、５施

策すべてがＡ評価であり、継続して施策が展開されることを期待する。 

 

○ 健やかに安心して暮らせるまち 

健康づくり・医療の充実 

各種健診（検診）の受診実績は概ね目標を達成しており、自己負担額の引き下げによ

り若い世代の受診者が増え、町民の健診への意識は高くなっている。 

保健師等養成修学資金等貸付金制度は、対象資格や貸付金額を拡大したことで利用

者も増えているが、医療・福祉・介護分野の人材不足が依然として続いているため、今

後も粘り強く周知を行い、人材確保に努めていいただきたい。 

美深厚生病院は地域医療に欠かせない存在であり、安定的な医療サービスが提供さ

れるよう医師・看護師等の人材確保や必要な機器等の更新など継続した支援は必要で

ある。 

 

子育て環境の充実 

母子保健事業は 1 か月児検診、5 歳児検診など新たな検診を追加され、妊娠から出

産、乳幼児の子育てなど、母親や家族が安心して子育てできる体制になっている。今

後も切れ目のない事業を継続してほしい。 

不妊治療が保険適用になったが、妊娠を望む夫婦にとって不妊治療は重要なため、

安心して治療を受けられるよう引き続き支援することは必要である。 

また、医療費の助成により子育て世代の経済的負担が軽減され、子どもたちが安心

して医療を受けることができる。 

 

高齢者支援の充実 

高齢者への各種事業は、高齢者の社会参加や日常生活の支援を通じて、健康で自立

した生活を送るための重要な支援となっており、引き続き安定的なサービスが提供で

きるよう取組を継続していただきたい。 
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高齢者が健康で生きがいを持ち、住み慣れた地域で安心して生活するためには各種

事業の継続が必要であり、引き続きサービスを提供できるように進めてほしい。 

また、福祉、介護、医療などの人材不足が懸念されており、利用者が安心してサー

ビスが受けられるよう人材確保に努めていただきたい。 

ほっとプラザスマイルは近年、葬儀会場としての利用が増えており、公衆浴場利用

者などの一般利用者とのすみ分け（エリアや入口の区分など）について検討いただき

たい。 

 

障がい者支援の充実 

障がい者が自立した社会生活を送れるよう、生活・就労・相談などの支援を法令に

基づき適正に事務が実施されており、今後も障がい者が安心して地域で暮らせるよう、

支援体制の整備を進めていただきたい。 

 

地域福祉の充実 

社会福祉協議会は地域福祉において重要な役割を担っているため、専門職（ケアマ

ネなど）の確保を含めた職員体制の整備に関して支援、指導を行い、地域のニーズに

柔軟かつ迅速に対応できるよう体制を整えていただきたい。 

民生委員協議会が行う見守り・安否確認活動や相談対応などの幅広い活動は欠かす

ことができない活動であるため、今後も引き続き支援と連携が必要である。 

 

社会保障の充実 

制度に基づく事業であり、問題なく取り組んでいると評価する。 

 

 

以上のとおり、『健やかに安心して暮らせるまち』における施策評価は、６施策のう

ち５施策がＡ評価、１施策がＢ評価であり、継続して施策が推進されることを期待する。 

 

 

○ みんなでつくる自立したまち 

住民参画のまちづくりの推進 

ニューパブリック協議会の買い物宅配サービスは、高齢者をはじめとした住民に定

着しており、高齢者の住みよい暮らしの支援となるよう、引き続き事業の継続と周知

に努められたい。 

自治会活動の推進については、地域担当員やまちづくり懇談会などを通じて各自治

会の現状や課題の把握に努めているが、生活スタイルの変化や情報化の進展によって、

以前とは状況が変わってきている。自治会活動は地域の自主性によるものが前提であ

るが、課題によっては地域担当員を中心に必要に応じて行政のサポートにも期待した

い。 
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情報発信・広聴活動については、町の公式的な伝達ツールである広報誌の発行を中

心としながらも、「まちづくり懇談会」や「町長への手紙」などによる住民の声を聴く

機会、さらには SNS を活用した身近な情報発信など、デジタルを用いた手法も定着し

つつあるなど、新たな取組みも評価する。 

 

関係人口の創出 

移住定住の促進については、希望者が気軽に美深町での生活に触れられるよう移住

体験住宅が整備、活用されており、引き続き積極的な活用をされたい。 

地域おこし協力隊の任用は、都市部からの多様な人材を受け入れ、新たな視線でま

ちづくりに取組める有効な事業である。引き続き、隊員の募集と定住に向けた取組み

を進められたい。 

地域交流活動、ふるさと活動に関しては、交流人口の増加のためにも重要である。そ

の中でも姉妹町添田町と美深町の青年層の交流によって生まれた商品（クラフトビー

ル）など、地域の活性化につながる事例が生まれたことは評価できる。引き続き、その

関係性を維持できるような取組みが必要である。 

チョウザメ事業は、様々な課題はあるものの、産学官連携による推進といった視点

も継続して進めていくことを期待する。 

 

行政経営の充実 

効率的で効果的な行政経営のため、行政改革や行政評価によるまちづくりの推進、

様々な事務事業におけるデジタル化への取組みが進められている。特にデジタル化は

急速に進展しており、ＤＸの推進を進めるためにも専門的な人材の確保が必要である。 

財政基盤確保としては、安定的な財源の確保に取り組まれている。継続して、税制へ

の理解促進、ふるさと納税制度の利用者拡大など、取り組みを継続されたい。 

職員の資質向上は、業務の効率化と住民サービス向上に直結するものである。研修

制度も充実していることから、引き続き職員研修を通じた職員の資質向上にも期待し

たい。 

公共施設の管理については、計画的に維持補修・建替え等が進められているが、特に

課題としている美深町役場の建替えなど、多額の財源を要する事業が多いことから、

引き続き検討が必要である。 

 

以上のとおり、『みんなでつくる自立したまち』における施策評価は、Ａ評価が２施

策、Ｂ評価は１施策で、全３施策について良く取り組まれていると評価する。 

 

 

以上、令和６年度行政評価報告とする。 

 



 

 

 

 

美深町行政評価報告書 

 

 

 

付属資料 
  



担当

評価
結果

妥当性 有効性 進捗状況 事　務・事　業　名 グループ
進捗
状況

指標達成
状況

費用対効
果

実施
方法

次年度
課題

（２） 生活環境の充実 1-1-2 101 びふか葬苑等運営事業 11,684 生活環境 A A A A A A 現状維持

1-1-2 102 有害鳥獣捕獲等事業 15,808 生活環境 A A A A B A 現状維持

（３） 水道施設の適正な維持管理 1-1-3 103 中央簡易水道事業会計補助事業 3,727 水道住宅 A A A A A A 現状維持

1-1-3 104 中央簡易水道事業 68,279 水道住宅 A A A A A A 現状維持

1-1-3 105 北部簡易水道事業 4,072 水道住宅 A A A A A A 現状維持

（４） 下水道施設の適正な維持管理 1-1-4 108 下水道事業 43,726 水道住宅 A A B A B A 現状維持

1-1-4 109 下水道一般会計繰出金（補助）事業 110,297 水道住宅 B B B B B B 現状維持

（５） ごみの減量化と施設の維持管理 A A A 1-1-5 110 循環型社会推進事業 145,924 生活環境 A A A A B A 現状維持

（１） 公共交通の確保 1-2-1 111 公共交通の確保 20 企画/生活環境 B B B B B B 現状維持

1-2-1 112 交通ターミナル管理事業 6,546 生活環境 A A A A A A 現状維持

1-2-1 113 地域公共交通運行事業 23,738 生活環境 A B C A B A 現状維持

（２） 道路整備の推進 1-2-2 114 橋梁長寿命化事業 31,361 建設林務 A A A A A A 現状維持

1-2-2 115 町道施設整備事業 31,462 建設林務 A A A A B A 現状維持

1-2-2 116 道路台帳管理業務 913 建設林務 A A A A A A 現状維持

1-2-2 117 幹線道路整備事業 45,441 建設林務 A A A A B B 現状維持

（３） 人にやさしい道づくり 1-2-3 118 住宅地区道路整備事業 16,093 建設林務 A A B A A A 現状維持

1-2-3 119 除雪対策事業 147,737 建設林務 B A A A B B 現状維持

（１） 良好な住環境の整備推進 B B B 1-3-1 120 住生活基本計画推進事業 0 水道住宅 B B B B B B 現状維持

（２） 公営住宅等の適切な維持・管理の推進 B B B 1-3-2 121 公営住宅長寿命化事業 30,017 水道住宅 B B B B B B 見直し

（１） 計画的な土地利用の推進 B B B 1-4-1 122 土地利用計画 0 建設林務 B B B B B B 現状維持

（２） 公園・緑地の整備 A B A 1-4-2 123 公園緑地管理事業 27,553 建設林務 A A B A A A 現状維持

令和６年度　行政評価事業一覧

A A

B B B

２次評価

1

事業の検証
事業
評価

今後の
方向性

A

A

B

１
環境保全・環境衛生の
推進 A A

A A A

A

A

A

２ 道路・交通網等の整備

政  策  (中項目） 主  要  施　策  (小項目） 事業№

基本目標
(大項目）

３ 次 評 価 １ 次 評 価 R６実績額
（千円）

総合
戦略

A A A

A

人
と
自
然
が
調
和
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

A

４ 土地の有効利用 A

住宅の整備３

1



担当

評価
結果

妥当性 有効性 進捗状況 事　務・事　業　名 グループ
進捗
状況

指標達成
状況

費用対効
果

実施
方法

次年度
課題

（１） 消防力・救急体制の強化と救命の連鎖促進 1-5-1 124 消防設備維持管理 5,887 消防署 A A A A A A 現状維持

1-5-1 125 消防水利維持計画 1,485 消防署 A A A A A A 現状維持

1-5-1 126 消防指令装置及びデジタル無線機器運営計画 6,815 消防署 A A A A B A 現状維持

1-5-1 127 消防団活動の推進 11,125 消防署 A A A A B A 現状維持

1-5-1 128 仁宇布自衛消防隊活動補助 100 消防署 A A A A A A 現状維持

1-5-1 129 事務組合負担金 191,085 消防署 A A A A B A 現状維持

（２） 予消防・災害弱者対策の推進 A A A 1-5-2 130 緊急通報システム運営事業 2,960 消防署 A A A A A A 現状維持

６ 防災体制の充実 （１） 防災体制の充実 A A B 1-6-1 131 防災体制強化 5,666 総務 B B A B B B 規模拡大

（４） 治山・治水事業の推進 1-6-4 132 施設保全事業 7,451 建設林務 A A A A B A 現状維持

1-6-4 133 治水対策強化事業 5,225 建設林務 B B A B C B 現状維持

（１） 交通安全対策の推進 1-7-1 134 地域安全対策推進事業 1,997 生活環境 A A B A B A 現状維持

1-7-1 135 交通安全推進事業 1,916 生活環境 A A A B B A 現状維持

1-7-1 136 街灯等維持費負担事業 7,675 生活環境 A A B A B A 現状維持

（２） 防犯対策の推進 1-7-2 137 防犯対策推進事業 90 生活環境 A A A B B A 現状維持

８ 情報化の推進 A (1・2) 多様な情報提供の充実/高速情報通信網の活用 B A B 1-8-1
　-2

138 地域情報通信システム運営事業 31,097 総務 A A B A B B 現状維持

９ 消費生活対策の推進 A （１） 消費生活対策の強化 A A B 1-9-1 139 消費生活相談等事業 443 生活環境 A A A A B A 現状維持

1,045,415

A

A

事業
評価

今後の
方向性

A

A A

A AA

A B A

1

B

５ 消防体制の充実

交通安全・防犯対策の推
進７
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基本目標
(大項目）

総合
戦略

政  策  (中項目） 主  要  施　策  (小項目） 事業№

３ 次 評 価 ２次評価 １ 次 評 価 R６実績額
（千円）

事業の検証

9 18 37

2



担当

評価
結果

妥当性 有効性 進捗状況 事　務・事　業　名 グループ
進捗
状況

指標達成
状況

費用対効
果

実施
方法

次年度
課題

2 （１） 担い手の育成確保 2-1-1 201 新規就農者等補助事業 6,019 農業 A A A A B A 現状維持

2-1-1 202 農業次世代人材投資事業 16,683 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-1 203 地域担い手育成事業 826 農業 A B A A B A 現状維持

2-1-1 204 農業経営金融対策事業 277 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-1 205 農業後継者育成事業 760 農委 A A B B B B 現状維持

（２） 環境保全と多様性を高める農業の推進 2-1-2 206 土づくり推進事業 1,473 農振セ A B A B B A 現状維持

2-1-2 207 環境保全型農業直接支援対策事業 12,240 農業 A A A A B A 現状維持

2-1-2 208 農業用廃プラスチック等適正処理事業 612 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-2 209 中山間地域等直接支払事業 5,561 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-2 210 多面的機能支払 28,349 農業 A B A B B B 現状維持

（３） 経営基盤の安定強化 2-1-3 211 農業雇用確保対策事業 3,500 農業 A B A A B A 現状維持

2-1-3 212 家畜防疫推進事業 352 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-3 213 畜産クラスター関連事業 4,000 農業 B B A A B B 現状維持

2-1-3 214 小規模土地改良事業 2,574 建設林務 A A A A A A 現状維持

2-1-3 215 土地改良区運営費補助 4,223 建設林務 A A A A B A 現状維持

（４） 生産性向上と魅力ある農業の推進 2-1-4 217 草地整備事業 0 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-4 218 畜産振興事業 2,041 農業 A A A A A A 現状維持

2-1-4 219 農業振興センター管理運営事業 2,437 農振セ A A B A B A 現状維持

2-1-4 220 がんばる美深農業支援事業 12,542 農業 A A A A B A 現状維持

2-1-4 221 農畜産物等販路拡大PR事業 2,800 農業 B A B A B B 現状維持

2-1-4 222 経営所得安定対策直接支払事業 1,928 農業 A A A A B A 現状維持

2-1-4 223 酪農振興事業 7,189 農業 A A A A B A 現状維持

（５） 農用地の有効利用 A A A 2-1-5 224 農地集積事業 887 農業 A A A A A A 現状維持

A
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2 （１） 森林の保全と育成 2-2-1 225 町有林造林保育事業 20,358 建設林務 A A B A B A 現状維持

2-2-1 226 民有林造林保育事業 9,115 建設林務 A A A A B A 現状維持

（２） 経営基盤の安定強化 2-2-2 227 労働環境改善事業 415 建設林務 A A A A A A 現状維持

2-2-2 228 林道網整備事業 2,173 建設林務 A A A A B A 現状維持

2-2-2 229 林業経営強化事業 170 建設林務 A A A A B A 現状維持

2-2-2 230 森林認証推進事業 144 建設林務 A A A A B A 現状維持

（３） 森林に親しむ環境づくり A A A 2-2-3 231 緑化推進事業（植樹祭） 910 建設林務 A A A A B A 現状維持

（１） 経営基盤の安定強化 2-3-1 232 商工業活動支援事業 56,806 経済産業 B A A A B A 現状維持

2-3-1 233 中小企業支援事業 2,365 経済産業 A A A A B A 現状維持

（２） 地域経済の活性化の推進 2-3-2 234 交流施設運営事業 1,628 経済産業 A B A A B A 現状維持

2-3-2 235 快適な住まいづくりと商工業振興事業 17,600 経済産業 A A A A A A 現状維持

（３） 企業誘致・創業支援の推進 2-3-3 236 企業誘致促進事業 41 経済産業 C C B B C C 見直し

2-3-3 237 商工業担い手支援事業 18,847 経済産業 A A A A B A 現状維持

（１） 観光推進体制の強化 A A A 2-4-1 238 観光推進体制支援事業 21,253 経済産業 A A A A B A 現状維持

（２） 地域資源をいかした新たな観光資源の発掘・育成 2-4-2 239 観光PRとイベント支援事業 10,336 経済産業 A A A A B A 現状維持

2-4-2 240 魅力ある観光地づくり推進事業 1,698 経済産業 A A A A B A 現状維持

（３） 観光施設等の充実 A A A 2-4-3 241 観光施設運営事業 141,087 経済産業 A A A A B A 現状維持

５ 新たな産業の振興 B (1・2)
チョウザメの飼育技術の確立と人材の育成・確
保/チョウザメ製品の開発・販路拡大の推進 A A B 2-5-1

　-2
242 チョウザメ振興事業 46,396 経済産業 B C B B B B 規模拡大

６
就労対策・勤労者福祉
の充実

（１） 雇用の安定と確保 B B B 2-6-1 243 就労活動支援事業 298 経済産業 B C B A B B 現状維持

（２） 労働環境の充実 B B B 2-6-2 244 労働者福祉支援事業 5,350 経済産業 B B B B B B 現状維持
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１ 幼児教育の充実 （１） 幼児教育・保育の充実 A A A 3-1-1 301 幼児センター運営事業 76,377 幼児セ A A A A A A 現状維持

（２） 子育て支援事業の充実 A A A 3-1-2 302 子育て支援事業 649 幼児セ A A A A A A 現状維持

（１） 特色ある教育活動の充実 3-2-1 303 山村留学推進事業 5,070 教育 B B B B B B 現状維持

3-2-1 304 青少年教育交流事業 892 教育 B B B B B B 見直し

3-2-1 305 児童生徒就学支援事業 4,858 教育 A A A A A A 現状維持

（２） 学力と体力の向上 3-2-2 306 英語教育推進事業 19,772 教育 B B B B B B 現状維持

3-2-2 307 教育活動・研究推進事業 2,204 教育 A A A A A A 現状維持

（３） 安心して学べる環境づくり 3-2-3 308 スクールバス事業 26,524 教育 B B B B B B 現状維持

3-2-3 309 学校給食運営事業 52,326 教育 A A A A C A 現状維持

3-2-3 310 学校施設整備 53,150 教育 A A B B B B 現状維持

3-2-3 311 教育環境整備 5,285 教育 A A A B B A 現状維持

（４） 地域と一体となった学校づくりの推進 B B B 3-2-4 312 学校運営協議会事業 225 教育 B B B B B B 現状維持

（５） 特別支援教育の充実 A A A 3-2-5 313 特別支援教育推進事業 4,193 教育 A A A A A A 現状維持

（６） 高等学校教育の充実 B A A 3-2-6 314 高等学校教育推進事業 20,124 教育 A B B A B A 現状維持

(1・5)
家庭・地域教育の推進/次代を担うリーダーの養
成 B B B 3-3-1

   -5
315 家庭・地域教育推進事業 300 教育 B B B B B B 現状維持

（２） 子どもの居場所づくり B B B 3-3-2 316 放課後健全育成事業 10,788 教育 B B B B B B 現状維持

（３） 生涯学習環境の充実 3-3-3 317 生涯学習環境事業 1,547 教育 B B B B B B 現状維持

3-3-3 318 図書室運営事業 9,048 教育 B B B B B B 現状維持

（４） 青少年の健全育成 B B B 3-3-4 319 青少年健全育成事業 400 教育 B B B B B B 現状維持

（１） 芸術・文化活動の推進 B B B 3-4-1 320 芸術・文化活動事業 87,800 教育 B B B B B B 現状維持

（２） 歴史資料の保存と伝承 B B B 3-4-2 321 郷土資料保存事業 2,537 教育 B B B B B B 現状維持

（１） スポーツによるまちづくりの推進 3-5-1 322 冬季スポーツ事業の推進 1,140 教育 C B B C C C 見直し

3-5-1 323 スポーツ振興事業 923 教育 B A A A B B 現状維持

3-5-1 324 スポーツ団体育成事業 1,486 教育 B B B B B B 現状維持

3-5-1 325 こどもスポーツ未来基金事業 2,500 教育 A A A A B A 現状維持

（２） スポーツ施設の充実 A A B 3-5-2 326 体育施設運営事業 122,335 教育 A B A A B B 現状維持

512,453
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（１） 健康づくりの推進 A A A 4-1-1 401 健康づくりの推進 3,092 保健福祉 A A B A A A 現状維持

（２） 病気の予防と早期発見の推進 A A A 4-1-2 402 各種健診・予防保健事業 15,655 保健福祉 B B A A B B 現状維持

（３） 地域医療の確保 4-1-3 403 地域医療・福祉体制整備事業 7,588 保健福祉 A A A A B A 現状維持

4-1-3 404 美深厚生病院運営支援事業 322,656 保健福祉 A A B A B A 現状維持

（１） 子育て環境の整備 A A A 4-2-1 405 母子保健対策事業 1,938 保健福祉 A A A A B A 規模拡大

（２） 子どもを産み育てるための経済的支援 4-2-2 406 子どもを産み育てるための経済支援 96 保健福祉 A A A A A A 現状維持

4-2-2 407 児童手当支給事業 39,915 保健福祉 A A A A A A 現状維持

4-2-2 408 医療費助成事業 11,366 生活環境 A A A A A A 現状維持

（３） 要保護児童等への支援 A A B 4-2-3 409 障がい児母子通園療育指導訓練事業 1,371 保健福祉 B A B A B A 現状維持

（１） 高齢者の積極的な社会参加の促進 4-3-1 410 高齢者活動支援事業 11,838 保健福祉 A A A B B B 現状維持

4-3-1 411 ほっとプラザスマイル運営事業 19,042 保健福祉 B A B A B B 現状維持

（２） 地域包括ケアシステムの充実 4-3-2 412 高齢者等安心確保事業 5,721 保健福祉 A A B A B B 現状維持

4-3-2 413 高齢者介護サービス事業者運営事業 23,571 保健福祉 A A B A B B 現状維持

4-3-2 414 介護予防・日常生活支援総合事業 7,758 包括セ B B A A B B 規模拡大

4-3-2 415 地域包括支援センター運営事業 32,940 包括セ B B A A B B 規模拡大

4-3-2 416 高齢者等生活支援事業 9,716 保健福祉 A A B A B B 現状維持

（３） 高齢者介護・福祉施設の整備 A A A 4-3-3 417 特別養護老人ホーム改修事業 54,780 保健福祉 B B C B B A 現状維持

（４） 人材の育成・確保 B B B 4-3-4 419 人材育成・確保対策事業 5 保健福祉 C B B B C B 現状維持

（１） 安心して暮らせる環境の整備 A B B 4-4-1 420 障がい者福祉・医療体制充実事業 113,852 保健福祉 B A B A B B 現状維持

A A A 4-4-1 421 重度心身障害者医療給付事業 8,345 生活環境 A A A A A A 現状維持

（２） 地域生活の基盤確保 A B B 4-4-2 422 障がい者交通費助成・障害支援区分認定審査会負担金事業 465 保健福祉 B A B A B B 現状維持

（３） ライフサイクルにおける個人支援体制の充実 A A B 4-4-3 423 障がい者訓練等給付・地域生活支援事業 140,046 保健福祉 B A B A B B 現状維持

（１） 地域福祉の推進 A B B 4-5-1 424 地域福祉推進事業 1,066 保健福祉 B B B A B B 現状維持

（２） 社会福祉協議会等への活動支援 A B B 4-5-2 425 地域福祉推進体制確保事業 7,127 保健福祉 B B B A B B 現状維持

（３） 地域福祉を担う人材の育成・確保 B B C 4-5-3 426 地域福祉人材育成確保事業 0 保健福祉 D C D C C C 見直し

（１） 国民健康保険の安定的な運営 4-6-1 427 国民健康保険運営事業 58,414 生活環境 A A A A A A 現状維持

4-6-1 428 国保市町村事務処理標準システム導入事業 1,810 生活環境 A A A A B A 事業完了

（２） 後期高齢者医療制度の円滑な運用 A A A 4-6-2 429 後期高齢者医療制度負担 90,271 生活環境 A A A A A A 現状維持

（３） 介護保険制度の適正な運営 A A A 4-6-3 430 介護保険運営事業 100,959 保健福祉 A A A A B A 現状維持

（４） 国民年金制度の周知・啓発 A A A 4-6-4 431 国民年金事務 5,352 生活環境 A A A A B A 現状維持
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（１） 住民参画の促進 5-1-1 501 地域人材育成事業 0 企画 C C B B B B 現状維持

5-1-1 502 新しいまちづくりサービスの推進 1,300 企画 A A A A B A 現状維持

（２） コミュニティ活動の推進 5-1-2 503 自治会活動推進事業 33,675 企画 A B B A B B 現状維持

5-1-2 504 地域活動活性化促進事業 206 企画 A A A B B A 現状維持

（４） 情報発信・広聴活動の充実 A A A 5-1-4 505 広報・広聴活動事業 4,547 企画 A A A A B A 現状維持

（１） 移住定住の促進 5-2-1 506 移住定住推進対策事業 598 経済産業 A A B B B B 見直し

5-2-1 507 地域支援対策事業 10,862 経済産業 B B A A B B 規模拡大

（２） 多様な交流活動の推進 A A B 5-2-2 508 地域交流活動推進事業 1,015 企画 B B B B B B 現状維持

（３） 国際交流活動の推進 C C C 5-2-3 509 国際交流推進事業 0 企画 C C C D D C 現状維持

（４） ふるさと会活動の推進 B B B 5-2-4 510 ふるさと交流事業 890 企画 A A B B B B 現状維持

（５） 産学官連携の推進 A A B 5-2-5 511 産学官連携活性化事業 3,000 経済産業 B B A A B A 現状維持

（１） 効果的な行政経営 5-3-1 512 ＯＡシステム管理運営事業 49,843 総務 A A B A B B 規模拡大

5-3-1 513 土地基盤情報整備 1,111 総務 A A B A A A 現状維持

5-3-1 514 仁宇布簡易郵便局運営事業 4,447 総務 B B B B B B 見直し

A A A 5-3-1 515 戸籍住民基本台帳事務 19,024 生活環境 A A A A B A 現状維持

B B B 5-3-1 516 効果的な事業の実施 74 企画 B B B B B B 現状維持

（２） 健全な財政基盤の確保 A A A 5-3-2 517 適正な課税と公平な徴収の推進 8,666 税務 A A A A A A 現状維持

5-3-2 518 ふるさと納税推進事業 31,846 経済産業 B B A B B A 規模拡大

5-3-2 519 企業版ふるさと納税推進 256 経済産業 A A A B B A 現状維持

（３） 職員の資質向上 B B B 5-3-3 520 職員研修事業 2,959 総務 B B B B B B 現状維持

（４） 適切な公共施設の管理 5-3-4 521 美深町役場建替事業 0 総務 B B B B B B 現状維持

5-3-4 523 財産管理事業 1,045 総務 B B B B B B 現状維持

5-3-4 524 公共施設照明LED化事業 17,713 総務 A A A B B A 現状維持

193,077

3,321,963

23

２次評価

5 A A B

み
ん
な
で
つ
く
る
自
立
し
た
ま
ち

主  要  施　策  (小項目）

事業の検証

A A B

A A AA

A

行政経営の充実３

B

事業
評価

今後の
方向性

R６実績額
（千円）事業№

B B B

総合
戦略

B B B

１ 次 評 価

3 15

基本目標
(大項目）

３ 次 評 価

政  策  (中項目）

A A B

住民参画のまちづくりの
推進

１

関係人口の創出２

1次評価集計

105 66% 105 66% 95 60% 110 69% 38 24% 96 60%

48 30% 48 30% 60 38% 46 29% 114 72% 59 37%

5 3% 6 4% 3 2% 2 1% 6 4% 4 3%

1 1% 0 0% 1 1% 1 1% 1 1% 0 0%

0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

159 100% 159 100% 159 100% 159 100% 159 100% 159 100%計

進捗状況

　A．良好

　D．課題多い

-.実績なし

　C．やや課題あり

指標達成状況主要施策 次年度課題 事業評価

　B．概ね良好

費用対効果 実施方法

7



事業の検証

Ａ

Ｂ

Ｃ

D

-

1次評価集計

105 66% 105 66% 95 60% 110 69% 38 24% 96 60%

48 30% 48 30% 60 38% 46 29% 114 72% 59 37%

5 3% 6 4% 3 2% 2 1% 6 4% 4 3%

1 1% 0 0% 1 1% 1 1% 1 1% 0 0%

0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

159 100% 159 100% 159 100% 159 100% 159 100% 159 100%計

進捗状況

　A．良好

　D．課題多い

-.実績なし

　C．やや課題あり

指標達成状況主要施策 次年度課題 事業評価

　B．概ね良好

費用対効果 実施方法

2次評価集計

60 69% 53 61% 38 44%

26 30% 33 38% 47 54%

1 1% 1 1% 2 2%

0 0% 0 0% 0 0%

87 100% 87 100% 87 100%

※１つの施策で複数評価しているものがあるため、主要施策数とは一致しない

主要施策

　A．良好

　B．概ね良好

　C．やや課題あり

　D．課題多い

計

妥当性 有効性 進捗状況

3次評価集計

22 76%

7 24%

0 0%

0 0%

29 100%

　B．概ね取り組んでいる

　C．一層の取り組みが必要

　A．取り組んでいる

　D．取り組みが見られない

計

8
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